
(一社)長崎県サッカー協会
第１回コンプライアンス研修会

令和4(2022)年7月20日(水)19時～ Web研修(ZOOM)

一般社団法人長崎県サッカー協会 専務理事 末吉成仁

(JFAコンプライアンス担当理事)



１．コンプライアンス研修会開催の背景

 近年、サッカー界において、グラスルーツの現場では暴力・暴言な
どの事案が、各団体の組織においても資金の不適切な取り扱いやハ
ラスメント、問題の隠蔽などが顕在化、増加しており、サッカーに
対する信頼を大きく揺るがしかねない状況にある。

 社会に目を向けても、この数十年で差別やハラスメントなど人権に
対する考え方が大きく変化し、以前は取り上げられることがなかっ
た言動が社会的な問題となるケースが多発している

 サッカー界の各組織はこうした事実を深く認識し、コンプライアン
ス強化の取組を推進することで誰もが安全・安心にサッカーをでき
る環境を実現しなければならない

1



２．コンプライアンス研修会 主な内容

（1）相手の気持ちや社会の要請に対する「意識」(センシティビティ)   

の向上に向けた取り組み

① サッカー界で起こっている不祥事事案の考察

② 社会通念(共通理解)に対する認識のｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ

③ 明文化されているルールや基準の理解

（2）事例の横展開

（3）各種取り組みの実行に向けた必要要素のインプット
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３．コンプライアンスって何? （1/3）

①リスク管理 ⇒ 自分たちを守るもの

②コンプライアンス ⇒ 法令(ほうれい)遵守(じゅんしゅ)の意味だけではない

・「法令遵守」からのｱﾌﾟﾛｰﾁでは有効なリスク管理はできない。

・法令だけではなく、社会意識に順応していく必要がある。

・昔は、そうしてきた。⇒ 意識のずれ。

＊森元首相(元五輪組織委会長)・・発言「女がいると会議が長くなる。」

⇒法令違反ではない。世間的・五輪代表者としての発言が、世間のセンス

に追いついていない。
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３．コンプライアンスって何? （2/3）

③内部通報制度(暴力等根絶相談窓口)

・今は当たり前。昔は、裏切り者。

④サッカー界

・国際的スポーツ(国技ではない)

・注目度アップ

・昨今の事例

＊罰則持久走

＊上位にいるコーチと下位の選手との関係(俺の言うことが聞けないのであれば、

試合には出られない。明日、坊主にしてこい。など)
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３．コンプライアンスって何? （3/3）

⑤危機管理

・しかしながら、危機管理はしていても、間違いは起こりう

る。初動をどうするか。

・最大の危機拡大の要因としての「隠蔽(いんぺい)」⇒２発目

轟沈(ごうちん)の原則

☑抱え込まない(積極的な隠蔽行為でなくても、隠蔽と評価される現実)

☑「恥ずかしい、内輪でなんとかしたい」が致命的に

☑まず、県FAに相談する

☑「集合知」の重要性
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４．事例①(鹿児島県サッカー協会)
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４．事例①(鹿児島県サッカー協会)

7



４．事例①(鹿児島県サッカー協会)
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４．事例①(鹿児島県サッカー協会)
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４．事例①(鹿児島県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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５．事例②(富山県サッカー協会)
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６．グループワーク

①鹿児島県サッカー協会の事例に学ぶ

1) グループ分け(5人グループ)

2) ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議(2５分)

ⅰ ファシリテータ、記録、発表の役割決定

ⅱ 自分の身近で起きることはないか。

ⅲ 予防策、起こってしまったときの対応策等

ⅳ 簡単にできること。できないこと。

ⅴ 問題点

ⅵ その他暴言暴力に関する事例

3) ｸﾞﾙｰﾌﾟ内まとめ(5分)

4) 全体会

ⅰ 各ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表(3分×5ｸﾞﾙｰﾌﾟ程度)
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７．サッカー界(スポーツ界)における実際の不祥事
とそこからの改善に向けた取り組みを学ぶこと
での「コンプライアンスの自分ゴト化」

✕「対岸の火事」

○ 「他山の石」
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